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I  NPO法
人日本健康芋十促進協会1ま 、「人の代泉は病気の予防に始ま  H

r  り、地球の健康 は環比の保仝による」 を基本理念 としています。    :
∵   終 合 的 な健 康 の維 持 ・ 着 進・ 回復 をテ ー マ に したセ ミナ ー や

J  フォーラムの開催、 スポー ッを過 じた今少年の従仝育成のバ ック

:  アップ、地域の市民活動団体 とのネットワーク作 りを行います。 ま

|  た健康関逹煮材の医学的研究のバ ックアップも行います。
これらの活動 を通 して「人」個々の従康促進 をサポー トし、九実   :

!  した人生 を送れるような生活環境 を作 り上げることに寄与すること

を目的 とします。

当協会に対するふ種お問い合わせ 。ご要望等がございましたら
e― mail:info@lhpps,o rgま で、 ご愛y各 く ださい。

泉京若F中 央区日本袴宣町|-8-7    :基
二     WWW、 }hpps、o rg      ´

夢務所移転と役員変更のご案内

拝心

本陽の候、公スの音様 |ミ 11盗々御騰祥の tセ オゝ痰ゲヤ

(上 げ‡す。子手は当協公の惨動に格屠1の御お百こと腸 り、

犀 〈御芽Lヤ 1上 げ車す

叔てたの友当協参11四 月一日ともちIIて、惨勃拠上を

下花 |こ 移帯孜 |‡ |′く。

‡々粁せて役スの麦史も行い、飛スーロ1咀換―転よリー

層惨勃 |こ 緒励 |て み リユす。

喀儘ながら御法学アヤ (上 げ卓すセ共に、何卒芥イえ共より
―層の旬支援、御指導、御鞭撻 と賜 り‡すよう、宜 |(方
願い申 (上 げ‡す。
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特定〕に,十可酷勃骸人日本健康李輩代造協参

理亨装 橋本堂 子

〒 103-m22泉京都中央区日本格宣町 1 8-7エバー宣町ビル 7F
Tel:03-3272-8927 Fax 1 03-3272-8928
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JHPPSフォーラム 20破漱 2005年 3月 12日 (土)/於 :日本橋  ご講演の頂いた内、橋本先生の「メンタル・ヘルス」に

公会堂)におきましては、お陰様で 300有余名のご参加を つき意しては、当協会ホームページに全文を掲載しており

頂き、盛況の内に開催することができました。誠に有り難  ます。是非ご覧下さい。

うございました。                           WWW、 }hpps、org

健康の上台は「安全で安心して眠れる」ことにあり
NPO法人日本健康李輩促建協参顧関 山 崎 敏 光

今世の中が急速に変わろうとしています。大きな転換

期には予期しないことが多くなってきます。同様に、ヒ

トが変わらなければならないときに来ています。健康に

対する認識も、健康から健康感へとかえなければなりま

せん。私は、健康感というのはこころ 篤識)で きちっと

倉」造して、日常生渚の中で自分の身体|よ 自分の責任で対

処することだと思います。

でのために必要なことは、まず本物の情報を得るこ

と、要は本物を知るということです。

人間が生きていくのに必要なことは何でしょうか?ど

んなことを身につけていればよいのでしょうか。

何を行うにも、心身共に健康でなければうよくいかな

いことはわかっています。これには、まず第一に健康感

をしっかりと創造することだと思います。

これまでの医学の課題は、病気をいかに治療し、克服

するかということにありました。この考え方|よ いまでも

基本的に変わりはありません。しかし今の医学に携わる

人達の思い描く「健康と|よ病気ではない状態」感は、い

ささか古いと思われてなりません。

私たちがこうありたいと考える健康感は、もっと自介

の身体に充実感があり、イキイキ、ハツラツとした心地

よさを感じるものであると思います。

夜|よ 安心してぐっすり眠り、朝の目覚めは爽やか。和

らぎを感じ、食事はおいしく、そして便通は快調で軽や

かな動きも思いのまま。

これからの健康感は、自分で責任を持って意識を変え

ていくものであるという考え方を取り入れていただくこ

とを願っています。

やはり完全に自分でやろうという気持ちになっていか

なければ、精神も身体もうまくはたらくことはできませ

ん。健全なる身体に健全なる精神が宿ると言うように、

まずは健全な身体を作ることが必要なのです。

人間が生きていくためには、次の 3つを身につけるこ

とがとても重要です。

|,WHO(世 界保健機構)で言われている ①身体の健康

と精神的な健康 ②社会的な健康

2,身の安全を図る

3.経済的にそれな

りに充実 している

(お金が全てではない)

これらを満たすに

|よ 、まず、安全で安

心して枕を高くして

眠ることが土台であ

ることがわかりなす。  /
快適で充実した睡眠がとれることによって、健全な脳の

活性化を図ることができるのです。

人間の活動|よ脳によってコン トロールされていて、そ

の脳は「脳力十心の頭脳」ということなのです。脳を健

全に保ち続けるためには、やはり「安全で安心して眠

る」ことを身につける必要があるわけです。

次に身体の健康の土台となる生命エネルギーの「食べ

物」がとても大切です。飲食は人の根源であり、病は飲

食の不調により起こるのです。治療には「食療」をもっ

てすることが基本です。

最近は固い物をB歯 んだり、刺激のあるものは苦手に

なっています。このような状態では、脳の一部の「頑張

る」という脳細胞が働かなくなり、身に危険が迫ってき

たとき、自分を防ぐことができなくなってしまいます。

さらに、心の頭脳である「第六感」も働かなくなりま

す。安全で安心して眠ることができれば、人間の渚動の

基本である脳もやすらぎを得て、脳細胞に活力が沸いて

きて、健康になると考えます。

の三位一体

「生かされる」 「生きる」 「生きていく」

いま日本人に一番大切な「生かされて、生きていく白

分自身の、生命体としての命」」のささやきに耳を傾け

ることが大切で|よないでしょうか。

イキイキ わくわく 楽ヽしくPPK(ピンピンコロリ)で生

きていこうで|よ あり患せんか !

「生きていく」
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健康セミナー 臓ヤ  ベータ 。

「ニューイングランド・ジャーナル」に、「β・カロチン

は、ガンの成育を促進する」という研究結果が発表された

のは、4994年です。

フィンランドの医師による、50～69歳の男性約30,000

人についての調査結果として発表されました (図 2)。

実に衝撃的なニュースですね。

これは、一日ワ51∪ のビタミン匿と、一日32,5001Uの

β・カロチンを投与した実験によるものです。

しかしだからと言って、β.カ ロチンやその他のビタミ

ン類に「毒性」があるということではありませんから間違

わないでください。

そしてまた、ビタミンA誘導体であるATRAを投与す

ることで、白血病 (急性)が治るという事実も確かにある

のです。ただしこれは、毎日 430,0001∪ の投与です。こ

の場合、ATRAに よって白血病細胞が急激に成長し始め

て、ついには細胞の自然死 (アポトーシス)に至ることが確

認されています。

ちなみに、ビタミンAで一日に200,0001U、 もしくは

400,OOO IUを 一カ月継続して毎日摂取した場合、過乗」摂

取となって障害が起きます。

これに対してカロチンの場合は、一日300,OOO IUを

摂っても障害は起きないとされます。

ビタミンEの場合も、腫瘍の縮小は、毎日6001∪ の摂

取で確認できたといわれます。

しかしこれは、あくまでも病気が発症し、治療としてなさ

れた投与量だということを、よく認識しておいてください。

そしてその場合、決して一種類の投与ではありません。

数種類のビタミン群の、混合投与がなされるのです。

つより、一般的な健康食品にあるような、抽出され、約

花きれた心|九 凸芽ラやとうミシё、
・
とうミラЁあ歩豊装

取では、効果|よ期待できないのです。

確かにビタミシCの酸化還元能は、優れています。しか

し「還元した」と言うことは、そのビタミン自体が酸化し

ていると言うことになります。となると、今度はそのビタ

ミンをまた還元してあげなければなりません。

食物には、さまざまな物質が含まれています。それらに

よって、酸化されたものは還元され、還元されたもの|よ酸

化されるという、食物連鎖がなされることになります。

つまり、一つの物質だけを取り出して摂取しても、その

物質Aが酸化したときに、Aを還元してくれる物質 Bが不

足することになります。結局、老廃物だけが身体に溜まっ

カロデシが逗 を促進する? ②ゴ

生理学博士 橋 本 政 和

てしまいます。

こう考えれば、至極当然のこととして理解できると思い

ますが、自然界に存在する緑黄色野菜などの効果は、決し

てβ・カロチンやビタミン C、 ビタミンEと いった、一種

類の成分によるものではないのです。

これらは食物の中に存在し、同様に存在するそれ以外の

物質との4i3美的な影響あ完|と 、
・
葺泳|と舟じセ接んな効九を

発揮するのだということを、再認識する必要があります⑤

科学の発達には、日覚ましいものがあります。そしてそ

の思恵を、我々は充分に享受しています。

そして私たちは科学の名の元に、「有効成分」というも

のを知りました。しかし有効成分とは、実は「現在判って

いるものの中で有効と考えられている」だけなのです。

考えてみてください。

我々が、科学的に処理されたβ・カロチンやピタミンC、

ビタミンEなどを、錠剤や ドリンク剤で摂取するのは、ま

た辛」ちそご、ない孝れ政外あ妻業を装取しない、功ウ搭セセ
tヽることになるのです。

ここに昔ながらの、医食同源の意味があるのではないで

しょうか。

(了 )

図 2 肺ガン、心筋梗塞に対するβ・カロチ

ン、ビタミン Eの効果
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先般 、久 し振 りに横澤氏の石笛演奏会に行 って来 ま

した。

石笛と書いて「 いわぶえ」と読むこの楽器は 、楽器

とも呼べない 、文字通 りただの石です。しかし、とて

も不思議な石です。

石笛は 、縄支時代の遺跡からも出土するそうですか

ら、古代から確 かに人類の文化として 、石笛は存在 し

て tヽたのでし ょう。古代には 、神降ろし (神事)に使

われたとされています。大昔からその音の世界は 、独

特のものだ ったのでしょう。

横澤和也氏は 、1987年奈良県にある天河弁財天社

で 、石笛を手渡され ました。この突然の出会 いが 、世

界で唯―の石笛奏者 を産んだのです。

これも自然の流れで |よないでしょうか。

そこには 、最近良 く耳にする「必然」だとか 、よく

ある「偶然」という言葉では言い得ない 、「 自然」なご

縁を感じます。

石笛は 、表面に空 tヽ たほんの小さな窪みに患を吹 く

ことで演奏され ます。その穴には 、ドレミファといっ

た人間の決めた音階はあ りません。吹き込む患それぞ

れが 、音階です。逆に言えば 、吹いてみなければ 、ど

んな音が産 まれるかは 、判 らないのです。

その穴は 、 二枚貝の一種である「 ニオ只」が自分

の住処を作るために身体から酸を出して 、5～ 10年

掛 けて空 けた天然の産物です。

横 澤氏 の演 奏 す る石 笛 は 、年代測 定 に よる と 、

3,OOO万年以上前の石に 、4,000万年以上前に穴があ

いた代物だそうです。大 きな岩が 、風や雨に洗われ 、

地震にゆさ振 られ 、波に砕 けます。春夏秋冬がどれ位

巡 ったでしょうか。岩は次第に小さくな り、そこに只

が取 り付 きます。何年かが過ぎ、ようやく小さな穴が

空きます。その間 、一体どの位の年月が過ぎて行くの

積浮和也五 隔 笛/き魂の響きゴ

でしょう。

そこには 、

今の私達が知

るような人工

的な作業は 、

一切ありませ

ん。 自然の 、

永々とした営

みです。

ですか ら、

手に入れるこ

とは当然ながら非常に困難ですし、演奏 自体も実に難

しい楽器です。また 、本来神との交流の場としての神

事に使われるものですか ら、いたずらに吹くことはで

きません。練習のための試 し吹きさえも許されないの

です。

ですから、その演奏は全てがその瞬間のオ リジナ

ル。三度 とない「―期―会の音」です。

演奏者にとっても 、極限の精神統一を要求される石

笛の音霊に |よ 、熾烈な感動があります。心魂を揺さぶ

られる神々しい響 き、人が忘れかけている大自然 との

共生の響 き、と言 っても良いでしょう。

横澤氏に聞くところだと、生の演奏では CD等では

感 じられない周波数域の音があるのだそうです。いわ

く「可聴域 (通常、人の可聴蝋 、20Hzから200,OOOHz)

を超えた音が 、全身の細胞に響く」とのこと。

確かに間近かでその音を聞くと、左脳と右脳がぶつ

か り合うとtヽ うか 、脳の中心に音が響くとtヽ うか…あ

る tヽ は鳥肌が立 った り…なにやら涙が出て来た り…。

音階の無い音の響 きがやけに懐かしくて 、まだ間きた

い 、また聞きたいという衝動に駆 られます。

私達の通常の概念をも っては 、石笛の持つ意味は理

解できな tヽ のかも知れ ません。ですから、石笛を聞く

ときは 、考えるのはやめることです。何も意識せず 、

ただ感じるままに 、ふ っと自分をそこに置くのが 、一

番良い聞き方 、感 じ方でしょう。

まさしく地球 と響 きあい 、大 自然 と人の和する音

色 、音霊です。

下記ア ドレスに 、演奏予定を含め 、ご案内があ りま

す。是非お聞きにな ってみてください。生の音霊を。

(当協会ホームページからもリンクしています。)
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